
【収入保険】私の選択・加入者の声
「地域農業を守る法人化

収入保険で安心」

平成26年に２地区の水田を集積して法人を設立しました。水稲、ソバの栽培に加え、草刈り作業

や水路の整備・管理など、地域の環境維持に取り組んでいます。収入保険は、過去の収入を基準に

加入できることや作物を限定しない補償の広さが良いと思い、令和３年に加入しました。令和４年

は病害で水稲の収穫量や等級が下がり、収入が減少しましたが、収入保険で補てんすることができ

ました。収入が補償されることが安心につながっています。

今まで個人で行っていた作業を協力してできるので、法人を設立して良かったと思います。地域

の土地を預かり守るため、法人を存続させるためにも収入保険への加入は必要だと考えます。

【広島県北広島町 農事組合法人 小笹
事務局 角田 正明 さん】

経営規模＝水稲 17.8ヘクタール、WCS用稲 5.3ヘクタール
ソバ 2ヘクタール

（農業共済新聞中国版 令和５年11月4週号より要約）
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